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新宿区立早稲田小学校 

 

大丈夫、きっとうまくいく 

〜今も、そして未来も、早稲田の子どもたちのために〜 

校長 宇山 幸宏 

 

１月 24日月曜日、84才の父が胃の３分の２を摘出し

た時、私は学校でコロナと闘っていた。 

母には、『病院に来ないで学校にいなさい!』と言われ

た。私は、その言葉に甘えた。夜帰宅後、妻や娘、息子

たちからは、それでも普通は行くものだと嗜められた。  

私は、親不孝者だと思う。教職員にはそうなってほし

くない。親や家族のことを大事に考えられる人であって

ほしいと思っている。でも、私はあの日、学校を選択し

た。６時間に及ぶ父の手術が成功したと知った時、トイ

レで隠れて泣いた。 

学校では、PCR検査の結果報告の陽性率が 90%を越え、

副校長や職員室にいた教職員は、丁寧に相手を気遣う温

かいメッセージを伝えて電話を受け、コロナの状況報告

を教育委員会にメールで送り続けていた。３つの電話回

線は長い間すべて埋まっていた。 

私はたとえ、子どもたちやご家族の方々が、コロナに

罹ったとしても、苦しむことなく少しでも早く回復し、

笑顔を取り戻すことを心から願っていた。 

新型コロナウイルスは、私たちに毎日、新たな選択を

迫り続けている。あの２年前の突然の全国一斉休校から、

学校現場では今まで経験したことのない環境の中で、安

全・安心を第一に教育活動を推進していく使命を担い、

数えきれないほどの初めての選択と決断を積み上げ、今

日に至っている。 

たとえ健気に頑張る子どもたちのためにみんなで準

備してきたことができずに挫けそうになった時も、学校

現場を理解してもらえず匿名の訴えや対話なき思い込

みや一方的な解釈のために子どもたち以外のことに時

間を費やし心痛めた時も、常に私たち教職員の魂には、

早稲田小学校の子どもたち一人ひとりが確かにいた。そ

の存在が、何気ない笑顔が、寂しい思いを吹き飛ばすよ

うな、私たちに一歩踏み出す勇気を与えてきた。 

健気に頑張り続ける子どもたちのために、絶対コロナ

に負けず、ゼロにしない道を考えてきた。そして、副校

長や教職員と話し合い、辛い思いは私たちで終わりにし

て、今だけではなく未来の早稲田小学校がよりよくなる

ように、バトンを渡す準備をしてきた。この原点を、ど

のような時も私は決して忘れない。子どもたちからの笑

顔への恩返しだ。私の人生の信念でもある。 

 

 

 

私たちは、これからも子どもたちと笑顔で向き合うた

めに、教職員一同、全力で健康を維持し、時代に即した

ハイブリッドな指導力と、子どもの SOSに気付き子ども

もご家庭もチームで支援していく対応力を高め、心から

の笑顔を引き出していく。 

テレビ番組で私がせわしなく走り回っている姿を見

た中学時代の恩師川島郁雄先生から届いた「島の義理人

情の心意気で頑張れ！宇山！」という激励メールが送ら

れてきたことに帰りの駅のホームで気付いた。ベンチに

座り、ほっと一息つくと、子どものように声をあげて、

おいおい泣いた。     

全くの泣き虫校長だ。もっと毅然と校長らしくしない

と・・・。人生、嬉し泣きも悔し泣きも半分半分だと思

うが、泣くんだったら、子どもたちや教職員には嬉し泣

きをさせたい。そして、できる限り自然な笑顔を引き出

してあげたい。 

やはり、笑顔が一番。笑う角には福来たる。早稲田小

学校のこれからがみんなの笑顔で包まれますように❗ 

『私、将来、学校の先生になる！』２人の３年生に呼

び止められ、満面の笑顔で伝えられた。とても嬉しかっ

た。この子たちが、先生になった時も、笑顔あふれる早

稲田小学校であってほしいと願って、121年の歴史と伝

統のある校舎を振り返り見上げた。 

ため息なんかついていられない。また、明日から頑張

るぞ！ 

 

マラソン大会 

マラソン大会担当  

 

今年も、早稲田小学校恒例の５・６年生のマラソン大

会を行う準備をしています。コロナの感染拡大に伴い、 

分散登校になり、全校のマラソン月間を含め、実施でき

るかどうかは、とても厳しい状況ですが、できる限り 

最後まで考えていきたいと思っています。 

マラソンは、学校での多くの活動のように、自分で目

標を立て一生懸命練習することに大きな意味がありま

す。運動が好きな子も、少し苦手な子も、目標に向かっ

て練習することを通して走る楽しさや目標を達成する

喜びを味わってほしいと思います。そして、学校全体で

走ることに親しみをもってくれればと願っています。   

寒い時期が続きますが、御家庭の皆様には練習の段階

から、頑張る子どもたちをぜひ応援していただきたいと

思います。マラソン大会当日は、一部で道路を使用しま

す。牛込警察署はじめ地域の皆様、ＰＴＡの方々、御家

庭の皆様の御協力があるからこそです。 

安全に行うためにも事前指導を 

しっかり行い、本番を迎えられる 

ようにしていきます。 

実施できる場合には、ご協力を 

よろしくお願いします。 

 



 

生活リズムカードが変わりました 

養護教諭 

 

 冬休みが明けて、続々と新型コロナウイルスへの感染

報告を受けるようになり、さらに体調管理に焦点を当て

るために生活リズムカードの形式を変更しました。 

 体温の測定はこれまでと同様ですが、①発熱はないか、

②のどの痛みはないか、③咳は出ていないか、④①～③

以外の風邪症状はないか、⑤同居家族の体調不良はない

か、の５項目がありますので、登校前の健康観察として、

ご家族で一緒に確認してください。 

 また、この項目だけに限らず、体調不良のある時は無

理せずご家庭で休養させていただき、元気になってから

登校させてください。 

 

 

２月の生活目標 

「寒さに負けずに、体をきたえよう」 

生活指導部 

 

暦の上では春になりますが、まだまだ寒さの厳しい時

期です。寒いので部屋の中に閉じこもりがちになります

が、温かい恰好をして外に出てほしいものです。日光に

当たりながら体を動かすことで徐々に体温が高くなり、

たくさん動くことができ、体力をつけることができます。

加えて、手洗い・うがいも行うことで、新型コロナウイ

ルス感染症やインフルエンザなどの病気に負けない丈

夫な体を育んでいきましょう。 

 

《新型コロナウイルス感染拡大防止のための大切なお願い》

【ＰＣＲ検査を受ける場合の連絡について】 

感染者数は減少傾向にありますが、感染拡大防止策は継続していきます。 

下記の３点に当てはまった場合、必ず学校へ報告をお願いいたします。 

１ 同居しているご家族が、ＰＣＲ検査を受けることが分かった時点 

２ 児童本人が、ＰＣＲ検査を受けることが分かった時点 

３ １、２ともにＰＣＲ検査の結果が判明した時点 

【不織布マスクの着用について】 

感染症対策の徹底のため、保護者の皆様やご家族がご来校

される場合は、不織布マスクの着用をお願いいたします。

今後ともご理解とご協力をお願いいたします。 

 

※行事予定は感染状況により、変更になる場合があります。 

２月行事予定   
1 火 分散登校（2/13 まで） 

2 水 
 

3 木 SC 

4 金                                     ＳＣ           

5 土  

6 日 
 

7 月              ＳＣ                  

8 火                             ＳＣ 

9 水 
 

10 木 安全指導・点検                  ＳＣ 

11 金 建国記念の日                  

12 土 
 

13 日 
 

14 月 クラブ活動（最終）                 ＳＣ 

15 火 新１年生保護者会 なかよし活動 

16 水 
 

17 木 SC 

18 金 マラソン大会（５・６年）（雨天中止）マラソン月間終    SC 

19 土                             

20 日 
 

21 月 委員会活動（最終）                SC 

22 火 よみうりランド（６年） 

23 水 天皇誕生日 

24 木 
６年生を送る会  プラネタリウム（４年）  

学校公開・保護者会（５年）               SC 

25 金 学校公開・保護者会（１年）                  

26 土  

27 日  

28 月 学校公開・保護者会（２年） 


